
不良債権の状況（単体）
K i r a y a k a  B a n k

金融再生法開示債権
平成24年9月末の金融再生法に基づく開示債権は、前年同期比158億80百万円減少し、361億33
百万円、開示債権比率は1.81ポイント低下の3.85％となりました。
今後も引き続き、お取引企業に対する財務内容改善等ノウハウの提供に係る経営支援、経営指導をこ
れまで以上に強化し、資産の健全化に努めてまいります。

用語解説
■ 破産更生債権及びこれらに準ずる債権｜破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対す

る債権及びこれらに準ずる債権。
■ 危 険 債 権｜債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りがで

きない可能性の高い債権。
■ 要管理債権｜3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権。

保全状況

※金額は単位未満を切り捨てて表示しております。ただし、構成比については端数を調整して表示しているものを含んでおります。
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金融再生法開示債権残高および総与信に占める割合 当行は、平成23年2月、取引先企業再生支援のた
めのコンサルティング機能の発揮及び強化を目指し、
完全子会社となるきらやかターンアラウンド・パート
ナーズ株式会社を設立、平成24年5月、当行が所管
する貸出債権125億59百万円を会社分割により承
継いたしました。平成24年9月末現在における同社
との連結開示債権残高は475億円で開示債権比率
は5.01％となります。
なお、同社は、平成24年3月、日本政策投資銀行
と資本及び業務提携に関する協定書を締結し、企業
再生支援機能を強化するとともに人材の育成を図る
ことによって地域経済の活性化を目指しております。
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